
 

未来の世界は広く、多種多様！～体験への想像力を～ 

副校長 岡部 宏子 

 

先週 19 日、みしまの森学舎の活動の一環として、みしま幼稚園で、２学期の授業

見学会を踏まえ、学舎の幼稚園、保育園、小学校の先生方との意見交換会がありま

した。その中で子どもたちが他者を理解するために、幼少期や学齢期の段階で「実

体験と想像力」を大切にしながら行事などの活動を行うという共通項がありました。 

ヒガシのアオハルでは国内の話題が多かったので、今回は海外に関係した実践に注目しながら2学期を振

り返りたいと思います。 

１ ０月は JICA （独立行政法人  国際協力機構 Japan International 

Cooperation Agency の略称）の研修員の方々が、ブルキナファソ、ウガンダ、カメ

ルーン、南スーダン、ラオスから我が校に訪問しました。JICAは開発途上国の経済や

社会の発展を支援し、国際協力を促進することを目的としています。ビジョンは「信頼

で世界をつなぐ（Leading the world with trust）」です。日本が培ってきた経験

や信頼をベースに、世界平和と発展に貢献することを目指している組織です。 

アフリカからの研修員の方々は、飛行機で自国からエチオピアのアディスアベバ、

そして韓国のソウルで乗り換え、東京まで２日間かかったとおっしゃっていました。日

本での研修は、スポーツ庁で学校体育の背景や目的について講義を受け、その後

実際の教育現場で直接様子を見学したいという強い要望で今回実現しました。研

修員の出身国では、安全な運動場やスポーツ用具が整っていない、体育教員が配

置されていない学校も多くある中、日本の授業では少しずつ難易度を上げてできる

ことを増やし生徒の自信へとつなげていく姿、そして生き生きと自分の好きなことに

思いっきり取り組んでいる部活動が大変参考になったと感想が寄せられました。 

11 月は２年生、そして I 組の生徒たちと、駒沢オリンピック公園にデフリンピックの観戦に行きました。「デ

フ（ｄeaf）」は英語で「耳が聞こえない」という意味で、オリンピックと同じく 4 年に 1 度、夏季・冬季大会が

開催されます。ろう者が一般の大会に参加すると、審判の笛やスタートの音が聞こえないために不利になる

ことがあり、視覚的な情報保障（フラッシュランプや旗など）を用いた、ろう者のための公平な大会が必要と

されました。「静かなる祭典」とも呼ばれますが、会場は選手たちの熱気と視覚的なコミュニケーションで非

常に活気にあふれていました。日本で初めて開催された「東京2025デフリンピック」は、100周年という記

念すべき節目にふさわしい熱狂のうちに閉幕しました。 

他にも今までご紹介した修学旅行、学芸発表会、茶道体験、ふれあい体験、移動教室、職場体験、また

STEP の見守り、学校公開、先日の日本体育大学の准教授による出前事業など地域の方々にご支援、ご協

力いただき多くの体験をさせていただきました。生徒の皆さんの２学期の貴重な経験を冬休みにご家庭など

で話題に出し、全力で競技していた人、遠い国から来日した人、授業や体験の機会を与えてくれた方々、行

事に共に臨んだ仲間たちがどんな環境でどんな人生を歩んでいるのか想像してみてください。相手への想

像力は思いやりや優しさにつながり、他者を理解する時の助けとなり、多くの人たちの思いを胸に、皆さんの

経験をこれからの「未来を生きる力」にして欲しいと願っています。 

最後になりましたが、今年も本校の教育活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございました。保護

者の皆様、地域の皆様に支えていただき、行事、学習、生活と生徒にとって充実した学期となりました。感謝

の気持ちでいっぱいです。来年も引き続きご支援の程、よろしくお願いいたします。それでは皆様、どうぞ良い

年をお迎えください。 
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ヒガシのアオハル 

河口湖移動教室 
 １年生が東深沢中学校に入学して早いもので、半年以上もの時間が経過しました。学芸発表会を経て、

生徒の成長を益々感じる中、学年の結束をより深められる宿泊行事、河口湖移動教室が 11月 4 日から 11

月 6 日にかけて行われました。 

 夏休み前から、「移動教室が楽しみ」という声が生徒からたくさん聞こえ、私も準備に力が入りました。

しかし 2学期は中間考査、学芸発表会、部活動の大会の季節など、やるべきことが移動教室の前に控えて

おり、良い移動教室にできるか不安がたくさんありました。しかし、実行委員をはじめ多くの生徒が力を

発揮してくれたことでしっかりとした準備をして当日を迎えることができました。 

 1 日目は酪農体験。えさをあげたり、乳しぼりをして生徒たちは牛から生命の大切さを感じ「いただき

ます」という言葉の重みを学びました。 

 2 日目は富士山レーダードームでブリザード体験をして、一足先に冬の感覚を味わい「寒い、寒い」と

言いつつ生徒たちは富士山の自然について楽しみながら学んでいました。宿舎に戻ってからのうどん作り

では、力を込めて生地を伸ばし、おいしいうどんを作りました。 

 3 日目は河口湖フィールドセンターで溶岩樹型を見学し、狭く暗い道を通りちょっとした冒険を楽しみ

ました。 

 移動教室中、生徒の成長を感じたことが２つあります。一つ目は話を聞く姿勢です。移動教室前の学年

集会では、整列後に座る一瞬でも私語が始まり、話を聞く姿勢を作ることができませんでした。移動教室

中、私は連絡のために何度も生徒の前に立ち話をしました。３日間繰り返すうちに班長や室長を中心に意

識が変わっていき、私が前に立った時の私語が減っていき、最後はかなり早く話を聞く体制を作ることが

できました。「人の話を聞く意識」を今後も続けてほしいです。 

 もう一つは時間の意識です。渋滞などでどうしても行程が遅れてしまうタイミングはあったのですが、

生徒たちの頑張りもあり、最終的に大きな遅れがある日は３日間で１日もありませんでした。全体を計画

した立場として生徒たちに助けてもらったことです。集団生活において一人一人が時間の意識をできるこ

とは大切で、今後の学校行事でＨＩＧＡＳＨＩの中心になっていく彼らには忘れないでいてほしいことで

す。まだまだ、成長過程の１年生。２年生に向けて３学期も全力で学校生活を送って行きましょう。 
                               （1学年移動教室担当 黒田 航平） 

職場体験 
11 月４日（火）から６日（木）の３日間、２学年ではキャリア教育の一環として職場体験を行いまし

た。今年度は62か所の事業所に協力をしていただきました。職場体験当日は、どの事業所でも与えられ

た仕事に一生懸命に取り組んでいる生徒たちの姿を見ることができました。事業所の方からは、「自分から

気づいて仕事をしてくれています」「挨拶がしっかりできていて素晴らしいです。」など嬉しいお言葉をい

ただくことも多くありました。生徒たち自身も実際の現場で働くことで、働くことの大変さを身をもって

感じられたようです。また、キャリアについて、「働くこと」とはどういうことなのかを改めて考える機会

となりました。このような体験をさせていただいた事業所の皆さまに改めてお礼申し上げます。 

（２学年職場体験担当 藤田 百恵） 

 

 

 

 

                                    

昇降口に挨拶サンタ登場！ 

間もなく、２０２５年も終わりを迎えようとしています。保護者の皆様、地域の
皆様、本年も多大なるご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。寒さが本
格化する折り、インフルエンザをはじめとする感染症に十分ご注意いただき、どう
ぞ良いお年をお迎えください。 

 


